






































【 9 】	25-12 ･ 13保安 3 （1122）･ 3 ･ 35近江国司庁宣…大介藤原朝臣〈実光〉（花押）
→愛智郡追収納使／「可令早召具参上郡司成行身事」《平1962》
【34】	25-43 ･ 44保安 4 ･ 6 ･ 25近江国司庁宣…大介藤原朝臣〈実光〉（花押）→府院
行事所／「仰下条々事」…橋・渡船・女騎馬20疋等 5 箇条
【 2 】	25- 2 保安 4 ･ 6 ･ 28近江国司庁宣…右中弁兼大介藤原朝臣〈実光〉（花押）→
府院駅家行事所／「可早任院宣以御使検非違使府生行友且令催勤駅家雑事且停
止勢多神人事」
【 1 】	25- 1 保安 4 ･ 7 ･ 7 祝部惟直解…散位祝部惟直→（欠）／「進上勢多橋為□
〔渡ヵ〕船事」　＠戸田氏は「日吉社司送状」とする
〔加賀国〕




【 3 】	25- 3（年未詳）3 ･ 17馬允平某書状…馬允平（花押）→［	］／庁宣 1 通を進上し、
郷中沙汰を依頼
【26】	25-35（年未詳） 3 ･ 23散位藤原某書状…散位藤（花押）状→（欠）／断簡、「許
否□事等又」云々




【23】	 25-31 ･ 32（年未詳） 4 ･ 11散位藤原某書状…散位藤（花押）状→謹上御目代殿
／度々書状に対する報状が未到の旨を伝え、専使派遣。所知につき沙汰人等派
遣の時機を問い、使者の任務完遂に援助を乞う




【12】	 25-16 ･ 17（年未詳） 5 ･ 20散位藤原某書状…散位藤（花押）状→謹上御目代殿
／使者の上洛を促し、所知等の後見や勧農について指示。「都鄙事、相互可令申
之由」を伝達
【13】	 25-18（年未詳） 5 ･ 25散位藤原某書状…散位藤原（花押）状→謹々上御目代殿
／白江保（能美郡）司職・弓木目代の補任により留守所符発給を指示
【33】	 25-42（年月日未詳）散位藤原某書状…（欠）→（欠）／ 5 /20〜28の度々解状事、
番役人（国舎人）等事、供御夫領書生秋忠事、糸・綿事を伝達
【20】	 25-27 ･ 28（年未詳） 6 ･ 7 散位藤原某書状…散位藤（花押）状→（欠）／ 5 /	
25 ･ 26の書状受領。興保（加賀郡）司代下向、起請田本数、額田御庄（江沼郡）
検注等の通知
【32】	 25-41（年未詳）6 ･ 9 皇后宮権大進某書状…皇后宮〈令子内親王〉権大進（花押）
状→御目代殿／断簡、「謹言」






【15】	 25-21（年未詳） 7 ･ 29右衛門尉橘某書状…右衛門尉橘（花押）→謹々上加賀御
目代殿／播磨守殿（藤原家保＝加賀国の知行国主）が私物沙汰のため雑色長延
国を遣すので、往反の便宜を依頼
【 5 】	 25- 5 （年未詳） 8 ･ 7 散位藤原某定文…（花押）→（欠）／「糸・綿斤納事」以
下10項目の国務の条々を指示
【31】	 25-40（年未詳）8 ･ 18散位藤原某書状…散位藤（花押）状→謹上御目代殿／断簡、
「帰下之条、尤不便也」云々
【16】	 25-22（大治 2 ヵ）･ 8 ･ 22某国宣…散位藤（花押）状→謹奉御目代殿／運米300
石（高野詣に関連か）の沙汰のため恪勤侍季房を派遣
【48】	 29-27（年未詳） 8 ･ 22散位藤原某書状…散位藤（草名）状→謹上御目代殿／山
下郷（能美郡）申文を示し、その実情を問う
【46】	 29-24 ･ 25（大治 2 ヵ）･ 8 ･ 26某国言…散位藤（花押）状→謹上御目代殿／高
野詣料を早米で急ぎ進上すべき旨を指示。信兼朝臣の私装束賜与を依頼
【35】	 25-45 ･ 46大治 2 （1127）･ 8 ･ 28額田庄寄人等解…案主大江経定他10名→（加
賀守藤原家成ヵ）／前預所相模前司（源有兼）の非例を訴える《平2107》　＠端
裏書「不用也」とある
【37】	 25-50 ･ 51大治 2 ･ 8 加賀国江沼郡諸司等解…前掾大江他 4 名→（加賀守藤原家
成）／諸司等京上して国裁を請わんとす

















【 8 】	 25-10 ･ 11（年未詳） 9 ･ 19祢宜祝部某書状…祢宜祝部（花押）→謹々上越中御
目代殿／当社（日吉社ヵ）神人は諸国に倣い越中でも在家公事を免除されてお
り、新任国司の藍役賦課は不本意
【47】	 29-26大治 4（1129）･ 10 ･ 15越中国庁宣…右兵衛佐兼守藤原朝臣〈公能〉（花押）
→留守所／右馬允平助永を貢蘇使に定遣








によると、近江・加賀・越中三国に関わる文書がこの順番で残ってお 、未詳としたものもいずれかに属すると思われる。とす と、本文書群はこの三国の国務に携わった人物のもとに集積されたものと目され、加賀・越中では目代宛の文書が散見しているので、大治二年正月十九日に加賀守となっ 藤原家成（父家保が知行国主）の目代と て国司任初の業務に関与し、その後既に大治元年から越中守であった藤原公能（父実能が知行
達　＠【42】と同筆
【38】	 25-52 ･ 53（大治 4 ヵ）･ 12 ･ 29出羽守伊岐致遠書状…出羽守〈伊岐致遠〉（花押）
状→謹上御目代殿／急々の相博を気遣い、越中国弘田（新川郡）・東八千（射水郡）
保の官物農料沙汰と免田開田の後見を申請
【21】	 25-29（年未詳） 1 ･ 10大舎人助某書状…大舎人助（花押）→御目代殿／庁宣米
の下行を依頼
【14】	 25-19 ･ 20（大治 5 ヵ）･ 1 ･ 30散位某書状…散位〈大江守則ヵ〉（花押）→進上
越中御目代殿／加賀・越中両国の守相博をめぐる状況。目代の留任を祝う










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こうした最初期に必要な情報は、 「在京雑掌」 なる存在によって齎される場合もあった。本文書群では加賀守家成の 「京



















































































































44】 ） 、藤原親賢も「白江保司職并弓木目代」への補任が知られ（ 【










仕の原資あるいは奉仕に対 得分（ 「御恩」 ） なって君臣関係が維持されるのであろう。宗章は下人を派遣して経営に従事させるとい 、守家成の京沙汰人である藤原親賢も「所知」管理 ために沙汰人を派遣する予定であって ここにも主 関係が発生することになる （表
２参照） 。そして、 こうした京下りの沙汰人に対しては目代が 「指南」 の者や 「後
見」を行うことで（ 【
１3】によると、庁宣を目代に進上し、留守所符により「所知」が保証された） 、遠隔地の土地経営














































































































































































































































































鷲取 藤嗣 高房 時長 利仁 叙用 吉信






































（二─三〇九頁）とあり、以降、加賀国を拠点に勢力を築いていくようである。景実と同世代の成家の前後から在庁官人の介の呼称が見え、成景の子景平は「白江新介」 、その子景盛は「白江介」とあるので（二─三一三頁） 、本文書群にも登場する加賀国府所在郡で る能美郡の白江保を領有し、国衙機構に参画していくも と考えられる。　
論が北陸道の武士団の展開に及び、加賀守藤原家成の任初の様態からは離れてしまったが、当該期はこうした事象に























































































































46】 ） 、九月五日付書状では「善大夫殿」と記されているので（ 【
49】 ） 、この時点では目代












二十四日任の越中守藤原公能（父実能が知行国主）の目代に転じたことが知られ、本文書群に越中国関係の文書が残るようになった次第である。越中国では大治四年十二月二十九日 知行国主 交替があり（藤原実能→藤原顕頼） 、それに伴う国守交替（公能→弟顕長〔元紀伊守〕 、図
１参照）に関わる様態を知ることができる。今回は三善某は引き続い





























































































































































為房一家の場合は雑色是員という者が起用され おり、彼は「疎略者」であったが、 「又有年来労」とあ 、図
２に登











年〔一〇二一〕〜長元元年〔一〇二八〕任） 「其ノ家ニ郎等ニ仕フ男コ有ケリ。実名ハ知ラズ。字ヲバ藤二トゾ云ケル」を「検田ノ使トシテ先ニ下シ遣ル」 、巻二十四第五十六話「播磨国郡司家女、読和歌語」では播磨守高階為家（承保三年〔一〇七六〕〜永保元年〔一〇八一〕任）が侍の佐太を収納使に任じた について、 「賤ノ郡ノ収納使ト云事ニ宛テ有ケレバ、喜テ、其ノ郡ニ行テ、郡司ガ宿ニ宿テ、可成キ物 沙汰ナドシテ、四五日許有テ、館ニ返ニケリ」などと描かれており、先使の出身階層や 動を推察させる材料 なろう。なお、ｉの「郷保沙汰人等得分」は「国務雑事
２4











33】 ） 、越中国でも貢蘇使の派遣が知られる（ 【
47】 ） 。
二八

















（一一四九）五月六日東大寺僧覚仁・伊賀国目代中原利宗問注記案、二六六六 ・ 六七号同年六月十三日伊賀国目代中原利宗・東大寺僧覚仁重問注記に「兼又利宗当国数代目代也」 、 「利宗数代目代也」 ・ 「利宗為
二目代
一奉行年尚」などと見え














































































































































































































































































































と称しており、内容としては「加賀さかゐ」や人々の罷越しを述べていることから考えて、加賀国側から越中目代に宛てたものと思われる。ｏでは「在所山法師」が登場し、これは「ほうさいにん」 （謀罪人か）とも記されており、延暦寺の山法師か、加賀国白山の僧兵であろう。白山が武力を有していたことは、治承元年（安元三＝一一七七）の「鹿ヶ谷事件」と前後して問題になった、西光（藤原師光）の子加賀守近藤（藤原）師高とその弟で目代の師経らと白山 紛擾（安元事件）の際に 「白山三社八院の大衆ことごとく起りあひ、都合其勢二千余人、同七月九日の暮方に、目代師経が館ちかうこそおしよせたれ」とあることなどに窺われる（ 『平家物語』巻一「俊寛沙汰







一部を捕獲したことを伝達するもので ｐに「抑件助遠と申人者諸々非常之人也」とあるのは加賀側の人間であるようにも解され、加越国境を越える人々 結合・往来の様子を知る材料となる。それ故に国務の実務担当者は相互 連絡を交わし、幾分なりとも広域的な問題に対処することが必要で 訳である。加賀国の「 雑事」
89に「国中悪人勧





















































































































































































































































































前掾大江（花押） 。菅波郷司散位大江（花押） 。山代郷司散位大江（花押） 。南郷司散位大江（花押） 。額田郷司散位藤原（花押） 。　
ｓ・ｔは江沼郡の額田御庄に関係するもので、この荘園は白河院領、加賀守藤原家成の前司で、院近臣として知られ

















































































































































































































、 京上官米押領使の選定に際しては、 国司は郡司 ・



















する形で在京の 守に奉仕 ていたのでないかと考えられるところである。 『今昔物語集 巻三十第四話 「中務太輔娘、成
二近江郡司婢
一語」は時代設定不明、かつ郡司の事例であるが、近江国から「長宿直」で郡司の子が上京する様子が














































とある藤原盛重 、六条右大臣源顕房 家人で周防国目代になった者が見出して都へ連れ帰り、やがて顕房→白河上皇に仕えて、 『平家物語』巻一「俊覚沙汰
 鵜川軍」に「北面は上古にはなかりけり。白河院の御時、はじめ置かれてより




























































によって加賀国境まで送還して欲しいという記述があることにも看取される。ｏはあくまでも国内での国兵士の活動であるが、各国で目代が国兵士を徴用し得る立場にあると考えられていたことがわかる（ 『吾妻鏡』治承四年八月二十五日条などの駿河 目代橘遠茂の事例も参照） 。そして、ｙ・ｚの安元事件の一齣である天台座主明雲の配流と叡山大衆による奪回は、伊豆配流が決定した明雲護送のために、伊豆 の国兵士が上京し、専使部領の形で下向することになっていた。ｙによると、国兵士差遣は伊豆守源頼政に令されたが 摂津源氏である頼政に特に守護すべき旨は指示がなされなかっ ので、頼政は「異様郎従」 、おそらくは正規の郎等ではない者を一 ・ 二人つけただけであったため、大衆に明雲を奪取されてしまい、勘責を被ったと記されている。武者的受領で 頼政は独自の武力、郎等を組織化していた筈であるが、ここでは国司の役割とし 国兵士を差発し、中央でも活動させるこ ができた点に注目し い　
周知のように、保元の乱の際に、平清盛が伊勢・伊賀や上述の備前・備中の家人を引率したのに対して、源義朝は坂
東諸国を中心に東国の様々な武士団を随従 い （ 『保元物語』上「主上三条殿ニ行幸付官軍勢汰ヘノ事」 ） 。かつては源頼信以来の河内源氏 坂東進出や 義・義家との前九年・後三年合戦 よる結合、就中義家段階での武士の棟梁化
四三
半井家本『医心方』紙背文書と国司の交替





































れている。これは「国務条々」とは異なる考え方であり、国司交替による在庁官人、国内武士の勢力変動が起こり得るとす ば、在地秩序の変貌につながり、地方での対立激化、対立が都にまで持ち込まれる現象を生み出し、社会全体の不安定につなが 要因になっていくもの 思われ 。 本章冒頭で紹介した院領荘園の設定とそれに伴 在地勢力の排除 ・対立惹起や他国の武力保有者 進出などの様相ともども、十二世紀後半の紛擾 つながる要素の萌芽形態と て留意したい。　
本文書群から窺われる在地勢力の動静は以上の如くであり、それらを敷衍して少し後の様相を展望した。国司交替に







































（、瀬戸薫ｂ「 「医心方」紙背文書の世界」 （ 『金沢市史』通
史編一、 二〇〇四年
（、吉永壮志「平安時代後期における目代








6（	 大津透「平安時代の地方官職」 （ 平安貴族 環境』至文堂、一九九一年（
。
（





















8（	 田渕義樹「平安末期の伊賀国衙」 （ 『九州史学』一一〇、 一九九四年
（、拙稿ａ「伊賀国における在庁官人の動
向と平氏の進出」 （ 『東洋大学大学院紀要 五三、 二〇一七年（
、
ｂ「将門の乱と藤原秀郷 （ 『東洋 文 部紀要』史学科篇三六、 二〇一一年（
。
（

























う範疇で一覧表にしており、知行国の弁別の指標になることを指摘している。なお 五味文彦ａ「文士と諸道の世界」 『書物の中世史』みすず書房、 二〇〇三年（
、 ｂ「 『朝野群載』と『政












































































めぐる動向については、石母田正『中世的世界の形成』 岩波書店、 五 （
、 川島茂裕 「寛徳庄園整理令と天喜事件」 （ 『日
本史研究』二二七、 一九八一年
（、久保田和彦「黒田荘出作・



















































八四頁は、充所が「善大夫殿」となってい のは、引き続いて越中目代を務めるのであるが、形 しては前司 目代を退任し、この時点ではまだ新司に正式 目代として任命されていなかったので、この呼称になったと見て る。なお、五味註（
3（ａ論文一八九頁は、前司の名前を嶋里と判読するが、
写真版を熟覧すると、 里と読 よう も思われ、将里、嶋里、時里のどれが正しいか 後考を俟ちたい。
（
33（	 宮崎康充 「国司の赴任とその儀礼」 （ 『平安文学と隣接諸学』 七、竹林舎、 二〇〇九年（
、 渡邊誠「大宰府の「唐坊」と地名の「ト
































34（	 『絵師草紙』の読解については、 五味文彦『絵巻で読む中世』 （筑摩書房、一九九四年（を参照。
（

































性格」 （ 『古代文化』六二の一、 二〇一〇年
（、宮本晋平「鎌倉





















































































































































59（	 奥田勲「高山寺古往来をめぐって」 （ 『高山寺古往来・表白集』東京大学出版会、一九七二年（
。
（






衙と武士」 （ 『岩波講座日本通史』六、 岩波書店、 一九九五年（
、














ｆ拙稿、 「在庁官人と中央出仕」 （ 『海南史学』
五二、 二〇一四年（
























































































68（	 内山俊身「東国武士団と都鄙の文化交流」 、江田郁夫「下野宇都宮氏と在京」 、 長村祥知ａ 「在京を継続した東国武士」 （以上、『実像の中世武士団』高志書房、二〇一〇年
（、ｂ「治承・寿
永内乱期の在京武士」 （ 『立命 文学』六二四、 二〇一二年
（、
岡田精一「畠山重忠─実像と虚像」 （ 『秩父平氏の盛衰』勉誠出版、二〇 二年
（、野口実『東国武士と京都』 （同成社、
二〇一五年（など。
